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島根の特産品が一堂に集結！　是非お買い求めください。

●出店団体●

　島根県内１９市町村　ほか　計２６ブース

●主な販売品目●

　あご野焼き／赤てん／魚一夜干し
　隠岐あらめ／津田かぶ漬／和菓子
　米／地酒　　等々

※写真はすべてイメージです。

島根と関西の『島根ゆかりのお店』が出店！　なつかしいふるさとの味をご堪能ください。

●出店団体（順不同）●

　一福／出雲そば炭火やきとりとびた／大枡／レストランビアンカ／バルタザール／日本海

　デイリーフース誠／ササダ直販／島根県酒造組合／学生マルシェ／うちげの魚安来や

　松永牧場／だんだんショップ尼崎／アサヒフードクリエイト／隠岐の島町／匠

　島根県立出雲商業高等学校／道の駅さくらの里きすき／ＵＣＣ上島珈琲

●主な販売品目●

　出雲そば／焼さば寿司／蒸し岩ガキ／サザエ壺焼き／おでん
　しじみ汁／ぜんざい／のどぐろ寿司／日本酒／角寿司
　赤てん焼き／焼肉　　等々

　２：３５～２：５０ 　隠岐民謡 　進藤聖子（しんどうさとこ）さん他

　３：００～３：１５ 　安来節 　安来節家元四代目
　　 渡部お糸さんご一行

　３：３０～３：４５ 　歌 　星村麻衣
　　（松江市出身の
　　　　 シンガーソングライター）

　３：５５～４：２５ 　石見神楽 　都治社中（江津市）
　　 大蛇（８頭立て）

※上演時間は、多少変更になることがあります。

休　憩　（１５分）

　日時　　平成２４年１１月１８日（日）
　　　　　　　１１：００～１７：００

　会場　　大阪ビジネスパーク(OBP)
　　　　    （「ツイン２１」１階アトリウム、円形ホール、南プラザ）

上演時間 演目 出演者（団体）

　　縁結び屋台村

　　しまね物産展

　　しまねふるさとステージ

ス テ ー ジ ス ケ ジ ュ ー ル（予定）

開場 ＰＭ２：１５～

開演 ＰＭ２：３０～

神々の国

しまねフェア

近畿島根県人会

創立５０周年記念事業
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近

畿

島
根
県

人

会

ふ

る

さ

と

ツ

ア
ー

企

画

故

郷

応

援

団

山

陰

古

事

記

の

旅

参

加

者

レ

ポ
ー

ト

去

る

五

月

二

十

四
～

二

十

五

日

に
、
古

事

記

編

纂

千

三

百

年

記

念

ツ

ア
ー
「
山

陰

古

事

記

の

旅
」
の

参

加

者

を

募

集

し

た

と

こ

ろ
、
六

十

五

名

が

参

加

さ

れ

ま

し

た
。

参

加

者

を

代

表

し

て

こ

の

旅

の

実

行

委

員

長

で

あ

る

小

川

龍

朗

副

会

長

に

レ

ポ
ー

ト

を

い

た

だ

き

ま

し

た
。

『
古
事
記
千
三
百
年
の
旅
』
総
括

～
（
故
郷
応
援
団
）
～

古
事
記
編
纂
千
三
百
年
、
意
義
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
、
と
の
意
図
で
提
案
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
旅
企
画
。

女
性
を
中
心

に
九
名
の
実
行

委
員
が
構
成
さ

れ
、
内
容
検
討

の
上
、
詳
細
を

決
定
。
参
加
者

募
集
に
か
か
る
。

こ
の
旅
の
企

画
成
功
の
目
安

は
参
加
者
数
。

結

果

は
、

最

高

齢

九

十

二

才

の

女

性

を

含

め

六

十

五

名

の

老

々

男

女

が

結

集
。

そ

れ

ぞ

れ

大

阪

・

京

都

か

ら

二

台

の

バ

ス

に

分

乗
。

目

的

地

に

向

か

う
。

訪

問

先

の

感

想

を

述

べ

る

と

枚

挙

に

い

と

ま

が

な

い

の

で

割

愛

し
、

自

身

が

指

名

し

た

希

望

地
、

死

者

の

世

界

の

黄

泉

の

国

【

黄

泉

比

良

坂
】

に

触

れ

た

い
。

こ

の

森

の

た

た

ず

ま

い

は
、

な

ん

と

も

い

え

な

い

幽

遠
。

イ

ザ

ナ

キ
、

イ

ザ

ナ

ミ

の

お

ど

ろ

お

ど

ろ

と

し

た

生

と

死
。

愛

憎
、

性

を

め

ぐ

る

葛

藤

に

み

ち

た

伝

承

は
、

い

ま

で

も

出

雲

神

話

が

生

き

て

い

る

と

体

感

し

た
。

ち

な

み

に
、

前

述

九

十

二

才

の

媼

(
お

う

な)

も
、

こ

の

急

坂

を

登

ら

れ

た

こ

と

を

特

筆

し

た

い
。

泊

ま

り

の

宿

で

の

歓

迎

に

大

満

足

し

二

日

目
、
『

弁

当

忘

れ

て

も

傘

忘

れ

る

な
』

の

諺

ど

う

り

の

雨
。

こ

れ

も

神

の

采

配
、

演

出

か

と
、

こ

の

山

陰

ら

し

い

雨

に

も

何

故

か

納

得

し

て

い

る

私

が

い

た
。

旅

を

終

わ

っ

て

思

考

す

る

に
、

一

番

懸

念

し

た

の

が
、

高

齢

者

の

事

故

と

体

調
、

こ

れ

も

実

行

委

員

各

位

の

目

配

り

で

全

員

無

ま

た
、

、

六

十

五

名

の

参

加

数

は
、

こ

の

旅

企

画

を
、

“

成

功

”

の

評

価

の

文

言

が

許

さ

れ

る
、

と

総

括

す

る

が

い

か

が

だ

ろ

う

か

⁈

加

え

て
、

帰

路

の

バ

ス

内

で

次

回

の

計

画

に

期

待

す

る

声

あ

り
、

よ

り

意

を

強

く

し

た

の

も

事

実

で

あ

る
。

最

後

に
、

参

加

者

・

実

行

委

員

の

皆

様

に

絶

大

な

る

謝

意

を

表

し

て

総

括

と

し

た

い
。

近

畿

島

根

県

人

会

副

会

長

小

川

龍

朗

松江市東出雲町：黄泉比良坂

ホ

テ

ル

玉

泉

・

和

田

会

長

挨

拶

出

雲

市

・

日

御

碕

神

社
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今
年
の
活
動
と
し
て
は
、
①
二
月
の
総
会
で
設
立
百
周

年
を
迎
え
た
安
来
節
保
存
会
か
ら
、
安
来
節
家
元
と
ど

じ
ょ
う
掬
い
踊
り
等
の
一
行
に
来
演
し
て
も
ら
い
、
会
員

一
同
、
懐
か
し
さ
溢
れ
る
故
郷
の
民
謡
を
堪
能
し
ま
し
た
。

②
年
度
初
め
に
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
当

会
の
運
営
全
般
・
諸
行
事
に
対
す
る
会
員
の
満
足
度
や
要

望
を
お
聞
き
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
年
間
予
定
と
し
て
は
、
親
睦
ゴ

ル
フ
会
、
落
語
鑑
賞
会
そ
の
他
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
③

現
在
、
来
年
の
総
会
に
向
け
て
、
当
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
ハ
ッ
ピ
」
を
制
作
中
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
親
睦
を
一
層
充
実
さ
せ
、
併

せ
て
、
近
畿
の
地
で
故
郷
・
安
来
市
発
展
の
応
援
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
会
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
、

お
声
を
掛
け
て
頂
き
、
一
緒
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

当
会
は
近
畿
地
方
に
在
住
し
て
い
る
安
来
市
の
出
身
者
を
中
心
に

構
成
さ
れ
、
今
年
二
月
に
五
回
目
の
総
会
を
迎
え
た
比
較
的
若
い
市

町
村
人
会
で
す
。

従
来
、
総
会
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
徐
々
に
参
加
者
が

増
加
し
今
年
二
月
の
総
会
で
は
八
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
毎
年

の
総
会
で
は
故
郷
へ
の
思
い
を
共
有
し
、
会
員
相
互
の
交
流
を
図
る

と
同
時
に
、
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
を
念
頭
に

運
営
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
長
に
も
ご
出
席
頂
き
、
安
来

市
の
近
況
を
判
り
易
く
説
明
し
て
も
ら
っ
た
り
、
余
興
で
は
安
来
市

に
縁
の
あ
る
落
語
家
や
歌
手
が
出
演
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
回
、
福
引
抽
選
会
を
行
う
な
ど
、
会
場
は
い
つ
も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

近
畿
安
来
会

で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
各
島
根
県
人
会
・
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
七
回
目
は
、
近
畿
安
来
会
の
ご
紹
介
で
す
。

近
畿
安
来
会

会
長

三
吉

孜

親睦ゴルフ会（H23.10.29）
於奈良市・ディアパークＧＣ

「猿子田窯」見学
大津市木戸（H23.11.19）

近畿安来会

事務局長 渡邊 勝行

〒532-0003大阪市淀川区宮原2丁目6-2
TEL:06-6393-0888 FAX:06-6393-3311

な
お
、

昨
年
の

総
会

で
は
、
故

郷
の
豪
雪
被
害
に
対
し
見
舞
金
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

昨
年
か

ら
は
総

会
以

外
の
親
睦

行
事
に
も
力
を
入
れ
始
め
て
お
り
、

昨
年
は
親
睦
ゴ
ル
フ
会
の
ほ
か
、

紅
葉
狩
り
を
兼
ね
た
窯
元
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
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左から 吉中悠（よしなかゆ

う）さん、共同経営者の城市

啓作さん

し
ま
ね
び
とリ

レ
ー

Vol.7

こ

の

頁

で

は
、

島

根

や

関

西

で

「

島

根
」

に

関

す

る

活

動

を

さ

れ

る

方

々

を

紹

介

し

て

い

き

ま

す
。

第

七

回

目

は
、

大

阪

市

北

区

堂

山

町

で
「

レ

ス

ト

ラ

ン

ビ

ア

ン

カ
」

を

経

営

さ

れ

る

吉

中

悠
（

ゆ

う
）

さ

ん

に

お

話

を

伺

い

ま

し

た
。

★

★

★

★

吉

中

さ

ん

の

プ

ロ

フ

ィ
ー

ル

を

お

願

い

し

ま

す
。

鹿

足

郡

吉

賀

町

出

身

で

す
。

益

田

高

校

野

球

部

時

代
、

目

標

を

共

有

し

共

に

汗

を

流

し

た

仲

間
『

城

市

啓

作
』
（

益

田

市

久

城

町

出

身
）

と
、

大

阪

梅

田

で

メ

キ

シ

コ

料

理

店

を

経

営

し

て

い

ま

す
。

し

た

が
、

学

生

気

分

が

抜

け

き

ら

ず

面

倒

に

な

っ

て

夏

に

は

辞

め

ま

し

た
。

会

社

所

有

の

マ

ン

シ

ョ

ン

に

住

ん

で

い

た

た

め
、

同

時

に

住

む

家

が

な

く

な

り

ま

す
。

と

い

う

こ

と

で
、

大

き

い

荷

物

を

諦

め
、

入

る

だ

け

の

服

や

家

具

を

積

み
、

相

棒

の

城

市

家
（

大

阪
）

を

目

指

し

ア

ク

セ

ル

を

踏

み

込

み

ま

し

た
。

「

や

り

た

い

こ

と

を

や

る
」

と

心

に

決

め
、

気

付

け

ば

コ

コ

に

立

っ

て

い

ま

し

た
。

★

お

店

の

特

徴

は

？

メ

キ

シ

コ

料

理

で

す
。

お

客

さ

ん

と

一

緒

に

僕

ら

も

飲

ん

で

い

ま

す

ね

☺

メ

キ

シ

コ

料

理

の

ジ

ャ

ン

ク

な

イ

メ
ー

ジ

を

払

拭

す

る

た

め

日

々

奮

闘

し

て

い

ま

す

が
、

書

き

き

れ

な

い

の

で

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

や

ブ

ロ

グ

を

チ

ェ

ッ

ク

し

て

頂

け

た

ら

嬉

し

い

で

す
。

★

島

根

へ

の

思

い

と

県

人

会

の

皆

さ

ん

へ

の

メ

ッ

セ
ー

ジ

を

お

願

い

し

ま

す
。

「

都

会

に

出

と

る

若

い

モ

ン

が
、

無

理

し

て

故

郷

の

た

め

に

何

か

を

！

な

ん

て

考

え

ん

で

え

ぇ

！

た

ま

に

故

郷

を

思

い

出

し

て

く

れ

り

ゃ

あ
、

そ

れ

で

え

ぇ

ん

じ

ゃ
。
」

３

年

程

前
、

吉

賀

町

が

抱

え

る

深

刻

な

過

疎

問

題

を

論

じ

な

が

ら

も
、

故

郷

の

た

め

に

何

一

つ

出

来

な

い

自

分

を

恥

じ

て

い

る

私

へ

の
、

地

元

の

オ

ジ

サ

ン

の

言

葉

で

す
。

今

は

自

分

の

出

来

る

こ

と

を

し

て

力

を

つ

け
、

い

ず

れ

来

る

そ

の

時

に
、

出

来

得

る

か

ぎ

り

の

恩

返

し

を

し

よ

う

と

思

っ

て

い

ま

す
。

県

人

会

の

皆

さ

ん
、

一

緒

に

頑

張

り

ま

し

ょ

う

！

☺

★

大

阪

で

開

業

さ

れ

た

経

緯

は

？

益

田

高

校

を

卒

業

後
、

東

京

の

大

学

（

東

大

じ

ゃ

な

い

よ

☺
）

に

進

学

し
、

ま

あ

・

・

・

遊

び

ま

し

た
。

大

学

卒

業

後

は

周

囲

の

流

れ

に

乗

っ

て

企

業

に

就

職

し

ま

レストラン ビアンカ

大阪市北区堂山町15-17

アクトⅢ 1階

TEL/FAX:06-6355-4133

http://restaurant-bianca.com/
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【
イ

ベ

ン

ト

情

報

Ｉ

Ｎ

関

西
】

■
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
大
阪
「
鉄
板
焼
天
山
」
に

し
ま
ね
和
牛
登
場
！

ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
大
阪
の
地
下
一
階
「
鉄
板

焼
き
天
山
」
で
し
ま
ね
和
牛
を
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
コ
ー
ス
が
登
場
し
ま
す
。

【
期
間
】
九
月
一
日
（
土
）
～
十
月
三
十
一
日

（
水
）

【
開
催
時
間
】
十
七
時
～
二
十
一
時
三
十
分

【
場
所
】
ラ
マ
ダ
ホ
テ
ル
大
阪
地
下
一
階

「
鉄
板
焼
天
山
」

大
阪
市
北
区
豊
崎
三
l

十
六
l

十
九

(

地
下
鉄
御
堂
筋
線
中
津
駅
直
結
）

【
問
合
せ
】
〇
六
（
六
三
七
二
）
八
六
六
三

■

Ｊ

Ａ

雲

南

直

産

市

毎
回
大
人
気
の
直
産
市
で
す
。
島
根
県
雲

南
市
、
奥
出
雲
町
及
び
飯
南
町
産
の
野
菜
や

加
工
品
を
産
地
直
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

①
阪
急
オ
ア
シ
ス
尼
崎
潮
江
店

尼
崎
市
潮
江
一
l

十
六
l

一

（
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
）

九
月
十
三
日
（
木
）
、
十
四
日
（
金
）
、

二
十
七
日
（
木
）
、
二
十
八
日
（
金
）

②
阪
急
オ
ア
シ
ス
武
庫
之
荘
店

尼
崎
市
南
武
庫
之
荘
一
l

二
十
一
l

一

（
阪
急
武
庫
之
荘
駅
）

九
月
二
十
日
（
木
）

■
Ｊ
Ａ
い
ず
も
産
直
市

出
雲
か
ら
、
季
節
の
農
産
品
、
ジ
ャ
ム
な

ど
の
加
工
品
を
産
地
直
送
で
お
届
け
し
ま

す
。

①
宝
塚
阪
急
（
阪
急
宝
塚
駅
）

宝
塚
市
栄
町
二
l

一
l

一

九
月
二
十
七
日
（
木
）

②
千
里
阪
急

（
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
千
里
中
央
駅
）

豊
中
市
新
千
里
東
町
一
l

五
l

一

九
月
二
十
八
日
（
金
）

③
堺
北
花
田
阪
急

（
地
下
鉄
御
堂
筋
線
北
花
田
駅
）

堺
市
北
区
東
浅
香
山
町
四
l

一
l

十
二

九
月
二
十
九
日
（
土
）

④
西
宮
阪
急
（
阪
急
西
宮
北
口
駅
）

西
宮
市
高
松
町
十
四
l

一

九
月
三
十
日
（
日
）

※
開
催
店
舗
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
し
ま
ね
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
（
i
n

大
阪
）

開
催島

根
県
内
の
企
業
や
農
林
水
産
業
・
福

祉
等
へ
の
就
業
や
住
宅
に
関
す
る
相
談
機

関
、
県
内
市
町
の
担
当
者
等
が
大
阪
に
一
堂

に
集
ま
り
、
定
住
情
報
の
提
供
や
個
別
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】
十
月
二
十
一
日
（
日
）

【
場
所
】
難
波
御
堂
筋
ホ
ー
ル

大
阪
市
中
央
区
難
波
四
l

二
l

一

（
地
下
鉄
な
ん
ば
駅
直
結
）

詳
細
は
（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
島

根

県

か

ら

の

お

知

ら

せ
】

■
第
四
五
回
島
根
県
総
合
美
術
展
（
県

展
）
の
作
品
募
集
中
！

島
根
県
総
合
美
術
展
（
県
展
）
の
作
品

を
募
集
中
で
す
。
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
出
品
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】
島
根
県
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
及
び
島
根
県
出
身
者

【
作
品
の
種
類
】
日
本
画
・
書
・
工
芸
・

写
真
・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
刻
・
洋
画

【
応
募
締
切
】
十
一
月
十
七
日
（
土
）

【
作
品
の
公
開
】

①
島
根
県
立
美
術
館

（
松
江
市
袖
師
町
一
l

五
）

十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
～
十
二
月
二
日

（
日
）

②
島
根
県
立
石
見
美
術
館

（
益
田
市
有
明
町
五
l

十
五
）

十
二
月
六
日
（
木
）
～
九
日
（
日
）

詳
細
は
島
根
県
環
境
生
活
部
国
際
課
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
事

務

局

か

ら

の

お

知

ら

せ
】

■
異
動
通
知
連
絡
票
に
つ
い
て

ご
住
所
、
ご
勤
務
先
等
に
変
更
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
会
報
巻
末
の
「
異
動
通
知

連
絡
票
」
を
ご
面
倒
で
も
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
等
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

http://w
w

w
.kurashim

anet.jp/support/
event/uiturn_fair2012.htm

l

http://w
w

w
.perf.shim

ane.lg.jp/life/bunka
/shinkou/bunkasai/2012bunkasai/
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